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地
域
の
目

　

配
達
な
ど
の
仕
事
で
町
内
を
回
る

と
き
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
て

目
を
光
ら
せ
て
く
れ
る
方
々
も―

。

今
年
度
か
ら
、
町
で
は『
多
古
町
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
隊
』と
し
て
協
力
い

た
だ
け
る
団
体
等
と
覚
書
を
交
わ
し
、

車
両
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
号
と
な
っ

た『
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
香
取
支
部

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
多
古
地
区
』に
所
属
す

る
12
事
業
所
の
皆
さ
ん
が
、
協
力
隊

と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

 

町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
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Ｐ
ガ
ス
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会
香
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支
部

 

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
多
古
地
区｣

　

日
ご
ろ
、
ガ
ス
の
配
達
な
ど
で
地

域
を
回
っ
て
い
る
皆
さ
ん
。
以
前
か

ら
、
訪
問
先
で
聞
く
痴
漢
や
空
き
巣
、
振
り
込

め
詐
欺
の
体
験
談
な
ど
、
身
近
に
潜
む
多
く
の

危
険
に
驚
く
と
と
も
に
、
自
分
が
耳
に
し
た
不

審
情
報
を
各
訪
問
先
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

｢

多
古
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
営
業
し
て
い
る

わ
れ
わ
れ
。
何
か
故
郷
に
恩
返
し
が
で
き
な
い

か
と
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
た
ん
で
す｣

と
話

す
の
は
、
理
事
の
加
瀬
一
也
さ
ん
。
ガ
ス
の
安

全
な
使
い
方
な
ど
の
啓
蒙
活
動
を
業
務
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
仕
事
と
兼

ね
た〝
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
〟を
行
う
こ
と
で
、
全

体
的
な
安
全
の
啓
蒙
に
取
り
組
も
う
と
考
え
、

平
成
19
年
８
月
に
町
と
覚
書
を
交
わ
し
ま
し

た
。｢

も
と
も
と
、
毎
日
仕
事
で
地
域
を
回
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
新
た
な
労
力
が
必
要
な
訳
じ
ゃ

な
い
。
今
ま
で
や
っ
て
い
た
こ
と
に
、
少
し
だ

け
別
の
目
線
を
加
え
た
だ
け
で
す
。
こ
の
活
動

が
犯
罪
の
抑
止
力
に
な
り
、
さ
ら
に
、
ほ
か

の
団
体
に
も
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね｣

と
、
加
瀬
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

●
町
ぐ
る
み
の
目

　

多
古
町
青
少
年
健
全
育
成
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
と
連
携
し
た
全
町
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

し
て
い
る
の
は
、
町
内
の
小･

中
学
校
お
よ
び

多
古
高
校
の
職
員
と
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
、
青
少
年
相
談
員
、
主
任

児
童
委
員
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
協
力
者
の
方
々

と
教
育
委
員
会
・
役
場
の
職
員
で
す
。
毎
週

金
曜
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て〝
青
色
回
転

灯
〟を
設
置
し
た
車
両
を
利
用
し
、
町
内
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
は
毎
週
月
曜
日

の『
さ
わ
や
か
お
は
よ
う
タ
イ
ム
』で
、
交
通
安

全
指
導
と
あ
い
さ
つ
運
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。青色回転灯設置車によるパイロット事業パトロール

　地域の安全のため、防
犯灯を各市町村へ寄贈し
ている東京電力成田支社
から今年度、多古町も3基
いただきました。
　この3基は、飯笹地区の
地方主要道横芝下総線沿
いに設置する予定です。

　

こ
れ
ま
で
、
町
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と

連
携
し
た
青
色
回
転
灯
設
置
車
両
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
灯
設
置
、
小
学
校
新
入

生
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
配
布
な
ど
、
子
ど
も
の

安
全
確
保
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
で｢

下
校
時
刻

で
す
。
見
守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い｣

と
地

域
へ
の
呼
び
掛
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
生
活
安
全
条
例
を
制
定
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
町
民
の
地
域

安
全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
自
主
的
な
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
で
犯
罪･

事
故
等
を
未

然
に
防
ぎ
、住
み
よ
い
町
を
実
現
す
る
こ
と
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
学
校
か
ら
の

帰
り
道
は
、
友
達
と
遊
び
な
が
ら
の
と
て
も

楽
し
い
時
間
で
し
た
。
ま
た
家
に
帰
れ
ば
、

暗
く
な
る
ま
で
友
達
と
外
で
遊
ん
で
い
た

も
の
で
し
た
。
理
想
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
も
、安
心
し
て
登
下
校
で
き
、外
で
思
い
っ

き
り
遊
べ
る
地
域
の
実
現―

。
し
か
し
、
そ

れ
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は『
無
理
な
く
自
分
が
で
き

る
こ
と
』か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

話を伺った加瀬一也さん(牛尾／写真左)と石川清さん(粟田)

『町防犯パトロール協力隊』として、ご協力いただける団体等は
総務課☎76-2611までご連絡ください。
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■スクールガード
　リーダー

　鈴木 靖さん
　(水戸)

｢何かをしながら
　　　目を向ける」
　スクールガードリーダーの委嘱を受け、

小学校などを巡回していますが、子どもた

ちから逆に元気をもらっています。

　子どもを取り巻く環境が悪化している

今、学校では、子どもたちに｢自分の命は自

分で守る｣という安全教育を、繰り返し指導

しています。｢行かない｣｢乗らない｣｢大声を

出す｣｢すぐ逃げる｣｢知らせる｣の５つの約束

『イカ･ノ・オ・ス・シ』を、自分の身を守る『心

の鍵』としていつまでも、子どもたちには持

ち続けてもらいたいと願っています。

　犯罪者は人間関係の希薄な地域を狙って

います。犯罪を防止するには地域の連携が

大切で、犯罪の抑止に効果があるのは人々

の目です。例えば｢あいさつ運動｣。普段見

かけない人へのあいさつの一声は、防犯に

も効果があります。そして｢～ながら防犯

活動｣。登下校の時間帯に合わせて犬の散

歩や日なたぼっこ、農作業等をしながら、

通学路や子どもたちに皆さんの目を向けて

みてはいかがでしょうか。

■香取警察署
　多古幹部交番所長

　山下 益男さん

｢子どもたちを見守る
 　ためにご協力を」
　子どもたちを見守る防犯活動。今、全国

で地域住民の方々、行政の方々、教職員の

方々、そして当然、われわれ警察が協同し

て子どもの安全に取り組んでいます。

　平成13年1月、大阪府池田小学校におけ

る悲惨な事件。その後、長崎県･栃木県･奈

良県など、全国的に子どもたちの尊い命が

無残にも、簡単に奪われる事件が多発して

います。これらの事件を、誰が予想できた

でしょうか。

　現代は車社会。外国人犯罪も多い時代。

どこで誰が被害に遭うか分からない時代―。

　｢この地域では絶対に大丈夫｣という考え

は禁物です。犯罪は、われわれ大人が協同

して防ぐしかありません。最大の武器は皆

さんの目、そして声掛けです。多古町の子

どもたちを守り、絶対に被害者を出さない

ために、5分間でも結構ですから、通学時

間帯や子どもの遊び場所に目を向けていた

だき、不審な人や車を見たら、躊
ちゅうちょ

躇せず、

警察に連絡してください。
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地域の安全に役立つ明かり『防犯灯』の寄贈

特 集「子どもを見守る目」
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